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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第１回 所沢市障害者施策推進協議会 

開 催 日 時 
令和４年８月３１日（水） 

午前１０時００分から午前１１時３０分 

開 催 場 所 所沢市役所８階 大会議室 

出 席 者 の 氏 名 石井 良和、植田 久美子、玉津島 滝子、仲 重夫、 

粕谷 廣子、久保田 さおり、中島 亜希子、荻野 亨、 

宮本 英行、渡邉 紀代子、齊藤 秀行、巖淵 守、田中 英樹、

工藤 裕司、古川 理代、小内 正秋、以上１６名 

欠 席 者 の 氏 名 木村 栄、大島 幸子、熊谷 大、根本 俊広 

議 題 ① 第５次所沢市障害者支援計画進捗について 

② その他 

会 議 資 料 １．会議次第 

２．所沢市障害者施策推進協議会委員名簿 

３．第５次所沢市障害者支援計画進捗状況（資料１） 

４．第５次所沢市障害者支援計画各施策の目標値及び実績値一覧

（資料２） 

５．第５次所沢市障害者支援計画各施策に対するご意見と回答 

（当日資料） 

担 当 部 課 名 福祉部    前田部長、内野次長 

障害福祉課  斉藤課長、斉藤主査、岩崎主査、 

井上主査、宇貫主査、山田主査、 

新井主任、橋本主任、森川主事 

こども福祉課 岩雲課長、宮武主査 

保健センター健康管理課 松井課長、小野寺副主幹 

（事務局）福祉部障害福祉課 電話  04-2998-9116 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等）  
 開 会 

  

会長 ―あいさつ― 

  

事務局  ―資料確認― 

  

  ―傍聴者確認(傍聴者５名) ― 

  

 《議題》 

会長 議題（１）第５次所沢市障害者支援計画の進捗状況につ

いて事務局より説明し、質問等は説明後としてください。 

  

事務局 ―会議資料５．第５次所沢市障害者支援計画各施策に対

するご意見と回答（当日資料）を説明― 

  

会長 ただいまの事務局の説明について、質問等はあります

か。 

  

委員 （資料１）３ページ ４．支援体制の充実（１）相談支

援の充実②ケアマネジメントの充実について 

以前担当者にセルフプランをやってみたいと申し出た

ところ、所沢市はセルフプランを受け付けていないため、

１年以内に相談支援をつけるように言われたが、その点に

ついて、考え方を教えていただきたい。 

  

事務局 セルフプランの希望があれば対応していますが、基本的

には計画相談を入れて進めてもらうようお願いしていま

す。 

  

委員 「セルフプランは本人の自由意思に基づき申請するも

ので、市として妨げるものではありません」と記載がある

が、担当職員からはそのような説明が無く断られたため、

その旨を周知していただけないか。 

  

事務局  相談支援については本人の自由意思であり、支給決定に

ついても意思決定支援という考え方があるので、本人と担
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当者と相談しながら対応しています。 

過去にどのようなやりとりがあったのか、詳しい経緯は

把握していませんが、今後自身がどのようにサービスを利

用していきたいか、連携する事業所と相談しながら対応を

検討していきたいと考えています。 

全体的な方向性としては、専門的な観点かつ第三者的な

視点で中立的にケアマネジメントを行うため、相談支援専

門員によるサービスの利用計画を案内していますが、自身

で管理することが実現可能であるといった方には、柔軟な

対応をしていきたいと考えています。 

  

委員 市として受け付けていないと言われたが、そうではない

ということか。 

  

事務局 国の方針として、計画相談を導入するという方向性があ

るため、それに準じた形での回答をしたと推測されます。 

しかし、セルフプランという方法はゼロではないため、

本人の意思を確認しながら対応していきたいと考えます。 

  

委員 （当日資料）１１ページ ９．安全・安心なまちづくり

（２）防災・防犯体制の整備①情報提供の充実②防災体制

の整備 アイドラゴンについて 

話が無くなると困るので、しっかり整備していくのか、

設置したとしてアイドラゴンが実際に使えるのか。新しく

情報アクセシビリティの法律も始まっているので、アイド

ラゴンを使っての文字情報等ができるように必ず設置す

るよう、使えるよう、強くお願いしたい。 

  

事務局 設置するかどうかを含め、設置箇所、設置台数について

は今後協議が必要ですが、ご意見については所管課に伝え

ます。 

  

委員 （当日資料）９ページ ８．情報アクセシビリティの向

上（１）情報提供の充実①行政情報のアクセシビリティ向

上について 

議会報告会に手話通訳はついていたが、要約筆記がつい
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ていないとの件について、回答として「市・派遣事務所・

通訳者としては、通訳を必要とする方がいない場合の派遣

は費用面から、できる限り避けたいという考えもございま

す」とあります。もっともだと思うが、派遣が前提になっ

ていることが困難を生んでいるように感じる。 

当事者の方からすれば、要約筆記が必要であることを 1

週間前位には伝えなければ、行った時に椅子が無い状態で

あり、椅子が必要であるならば、1週間前に言ってもらわ

ないと困りますよ、というように聞こえるというような説

明をされる方がいた。 

回答はもっともだと思うが、例えば音声認識の技術を使

って、会議室の道具のような物の導入を検討できないもの

か。 

  

事務局 人をベースで考えた時に、必要とする方がいない場所に

派遣をするというのは、厳しい部分があります。ご意見の

とおり、技術を利用した取り組みを進めていくといった手

も、一つであると考えています。ソフト面では「配慮が必

要な方については、いつまでにご連絡ください。」という

ような周知を徹底するように、庁内で研修を開いていま

す。配慮を必要とする方がいるということをまず前提に考

え、必要な方には申し出てもらっています。 

例えば、1週間前までに必要な方はご一報くださいとい

ったような周知を行い、それまでに連絡があれば、確実に

用意します。なければ、希望者がいないということで、派

遣は見送ります。 

基本的かつ地道な取り組みになっていますが、更に進歩

を進めていくため、技術の応用をというところは、活かし

たいと考えています。 

  

委員 あくまでも技術を使うというのは一例に過ぎなく、そう

いったものを使えば、例えば１週間前に連絡が必要であっ

たものが、もう少し余裕を持って３日前でも良いとされる

ようなことが今後考えられると思う。 

お金や人的なリソースの限りもあると思うので、何かし

らこのような技術が活用され、お互いが歩み寄っていけれ



5 

 

ばと思う。 

  

事務局 わかりました。 

  

委員 （当日資料）８ページ ５．保健医療の充実（３）地域の

保健医療体制の充実①地域医療の充実について 

回答で、「本市規定によって手当を支給」とあるが、こ

れは通常時の手当であると考える。皆さん感染の危険性を

感じながら、通常よりも過酷な労働になっていると思うの

で、通常の支給では少し市民感覚とずれがあるのではない

のか。 

  

事務局 この回答を作成した市民医療センターは、本日の会議に

参加していませんので、これ以上の回答は出来かねます。

市民感覚と少し乖離をしているのではないかというご意

見ですが、現在手当がどの程度細分化され、どの程度加算

がついているのか等について、ここではっきりとは報告で

きない状況です。手当の詳細につきましては、後日議事録

送付時に回答させていただきます。 

  

 【後日回答】市民医療センターより 

 発熱外来等に従事する職員に対しては、通常時の手当に

加え、感染リスクに応じた防疫作業手当を支給していま

す。今後も、公立病院として、災害時・感染拡大時に備え

た医療体制の構築を進めてまいります。 

 

会長 他に質問等はありますか。 

ないようなので、「その他」として何かありますか。 

  

事務局 ―第６次所沢市障害者支援計画の策定についての報告― 

  

会長 事務局の説明について、質問等がありますか。 

  

 ―質疑なし― 

  

会長 これをもちまして本日の議事を終了します。 

本日の会議で出されました意見・要望等については、 
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協議会の意見として事務局に渡します。 

  

事務局 本日は、ありがとうございました。 

それでは最後に、工藤副会長より閉会の挨拶をお願いし

ます。 

  

副会長 ―あいさつ― 

  

委員  ―「咲む」上映会 PR ― 

   
 閉 会 

 

 


